2013年9月27日


「ものづくり日本大賞文部科学大臣賞」を佐野工科高校が受賞しました！！
第5回　ものづくり日本大賞

受賞：　ものづくり日本大賞文部科学大臣賞　　
部門：　ものづくりの将来を担う高度な技術・技能（青少年支援部門）

選考基準：　ものづくり人材育成への貢献度を基準に、特に優秀な功績を収めた学校を選考
業績：（推薦書抜粋）

本校は学校教育目標に「地域の宝になる」ということを掲げ、社会貢献を軸に実践的なものづくり教育を展開している。東日本大震災においては廃材燃料給湯機や体育館用大型扇風機をつくり、ものづくりで被災地を支援した。また、平成18年度より「目指せスペシャリスト」の研究指定を受け、これまで培った技術・知識の継承だけにとどまらず、開発型の産業教育を展開している。さらに校内に大阪南部環境エネルギー技術センターを設置し、環境機器開発や出前授業による啓発活動を推進している。

１．開発型産学連携事業

　企業からの依頼や本校独自のアイデアにより製品化または企業等で使用されている機器。
　バイオディーゼル製造装置（平成16年度）　

　廃油発電機（平成19年度）
　高速炭化炉（平成20年度）

電気式炭化炉（平成20年度）

植物育成装置（平成21年度）

　減圧蒸留装置（平成23年度）

　廉価版コンバージョンEV（平成24年度）
２．「エネルギー利用技術作品コンテスト」における文部科学大臣賞受賞作品
　熱力車（平成18年度）

双方向水平軸風力発電機（平成19年度）

　廃プラスチック燃料車（平成20年度）

　蒸気発電自動車（平成21年度）

　ハイブリッド水力発電機（平成24年度）

３．産業財産権教育の推進
　平成17年度、18年度「産業財産権標準テキストを活用した知的財産教育 推進協力校」、19年度より工業技術基礎で「産業財産権」の実施。
日本一のものづくり教育高校に認められました！





お問合わせ　


大阪府立佐野工科高等学校


教頭　松浦　博
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